
地震災害に関して
誰もが学ぶべき
基礎的事項
【総論】

・地震のメカニズム
・今後の発災リスク
・災害の種類
・災害の特徴など

平成２８年
熊本地震時の
被害の様相、
各主体が

取り組んだこと

平成２８年
熊本地震から
得られた教訓、

明らかになった課題

発災前に
予防策として
各主体が

取り組むべきこと

発災直後の応急期に
発生する事象、
各主体が

取り組むべきこと

発災後の７２時間に
発生する事象、
各主体が

取り組むべきこと

発災７２時間以降の
復旧・復興期に
発生する事象、
各主体が

取り組むべきこと
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防災教育マトリクス整理表（地震災害）

学ぶこと

平成２８年熊本地震の記憶
【当時、起きたこと・行ったこと・学んだこと】

災害に強い人づくり、まちづくり
【今後の自然災害発生への備えとして、取り組むべきこと】

資料８－２

平成２８年熊本地震益城町による対応の検証報告書
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防災教育の手引き（熊本県作成）

現在実施されている防災教育

町内各小中学校を対象に実施した

防災教育に関するアンケート・ヒアリング

まちづくり協議会等の意見

部会による住民の方々とのワークショップ
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益城町外の人たちに対しては、「災害に強い人づくり、まちづくり」を伝える代わりに、

「益城町の今」を伝える
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防災教育の目的：

「過去を知ること」に加えて、「将来にどのように活かすか」までを考えることが必要。

今後の検討事項：「どのように」学ぶか

見る（受動） 動く（能動）

室内 座学 実習、ワークショップ

室外 視察、見学 訓練


